
ディレンマ・ゲーム

資　料

　自分自身の意見を発表し、他人の意見を傾聴し、新たな理解に照らして意見を交換する
ように促すための方法です。様々な変形が可能です。

【進め方】
　（１）	　取り上げている問題、例えば「表現の自由にはいかなる制限もあるべきではない」

というような問題に関連する三つか四つの対立する意見を用意します。

　（２）　チョーク又はテープで床に線を引きます。	

　（３）	　線の右側は意見に賛成であることを示し、左側は反対であることを示すことを説
明します。その線からの距離が賛成ないしは反対の程度を示し、距離が大きければ
大きいほど、賛成や反対の程度が高いことになります。部屋の両壁が最高限度とな
ります。線上に立つのはその人は特に意見がないことを示します。

　（４）	　最初の意見を読みます。その意見についての自分の見解を示すように線のどちら
側かに立ってもらいます。

　（５）　自分たちがその場所に立っている理由を話すように促します。

　（６）	　話したいと思う人には誰でも発言してもらいます。その後、立つ場所を変えたい
と思う人があるかどうか尋ねます。	

　（７）	　移動したいと思う人たちが移動し終えたら、その人たちに移動した理由を言って
もらいます。
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